
 
 

 

報告事項ウ 

 

 

第３回鳥取県立博物館現状・課題検討委員会の概要について 

 

第３回鳥取県立博物館現状・課題検討委員会の概要について、別紙のとおり報告します。 
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第３回鳥取県立博物館現状・課題検討委員会の概要について 
 

平成２６年 11 月１0 日                               

博 物 館 

１ 日 時 平成26年10月27日（月）午後2時から午後3時15分まで 
 
２ 場 所 鳥取県立倉吉未来中心 セミナールーム１ 
 
３ 出席者 9名出席（定員：12名） 

氏  名 役 職 等 出欠 氏  名 役 職 等 出欠 

はやしだ  ひでき 
林田 英樹 

元文化庁長官、元国立科学博物
館長、元国立新美術館長 出席 

まつもと  かずお 
松本 一夫 

鳥取県公民館連合会理事、境港
市渡公民館長 出席 

はんだ    まさゆき 
半田 昌之 

日本博物館協会専務理事、たば
こと塩の博物館学芸部長 

出席 
よこやま  かおる 
横山 薫 

鳥取県ＰＴＡ協議会ブロック
理事 

出席 

やぶもと  よしたか 
籔本 美孝 

北九州市立自然史・歴史博物館 
自然史担当係長 

出席 
きたむら  じゅんこ 

北村 順子 
鳥取市立宝木小学校校長 出席 

こいずみ  ぼん 
小泉 凡 

島根県立大学短期大学部教授 欠席 
たけがみ  じゅんこ 
竹上 順子 

米子商工会議所女性会理事、
(株)ｲﾝﾀｰﾌﾟﾛｽ代表取締役 

欠席 

みずさわ  つとむ 
水沢 勉 

神奈川県立近代美術館館長、元
県立博物館美術品収集評価委員 

欠席 
ふじい   みさこ 
藤井 美紗子 

鳥取県観光連盟理事、鳥取県旅
館組合おかみの会会長 

出席 

きぬがさ  ゆきお 
衣笠 幸雄 

株式会社ＴＢＳサービス代表取
締役社長、元ＴＢＳ常務取締役 出席 

ほんじょう  みさこ 
本城 美佐子 

鳥取県文化団体連合会、鳥取県
演劇連盟会長 出席 

 
４ 会議概要 

（１）審議事項 

○現状点検結果に基づく課題整理について 

前回（第２回）委員会でとりまとめられた現状の分析・点検結果において、課題とされた内容を整

理。（別添のとおり） 
 
（２）現状点検結果に基づく課題整理についての主な意見 

○「県民との連携・地域への貢献」について 

①「 県民との連携・地域への貢献」が一番大切なところで、その手段として、「戦略的な運営体制の

整備」がある。従って「戦略的な運営体制の整備」は後ろに持っていくべき。 
②次のような考え方を強調しておくべき。 
・地域の発展に貢献するためには、地域に限らず、国そして世界に向けて発信していくという大きな

フレームの中で、県博の位置や在り方を考えていくことが必要になる。その上で、県民と県、地域

の活性化との関係を考えるべきである。 
・人と物、人と人、過去と未来、地域の内と外などをつなぐ結束点として、博物館は機能すべきであ

る。 
・この先、修繕であれ新設であれ多額の財政投資が必要となる中で、県民の理解を得て、県民の役に

立ち県民の宝物と言える博物館にならなくてはならない。 
→いただいた御意見を踏まえて修正する。 

 
○「多様なニーズに対応した基本業務の展開」について 

①従前のバリアフリーは、車椅子の動線確保が優先であったが、これからのバリアフリーは、目、耳

の不自由な方や日本語の分からない外国人の方への対応、健常者も五感を使って感じることのでき

る作品展示など幅広い意味で考えていくことが必要である。 
②従来型の美術館であっても、幅広い分野にわたり、多様な芸術文化活動ができるようにしていくべ

きである。 
→今後、対策を考えていく段階で、意見を反映したい。 

 
５ 次回の開催予定等 

委員による先進施設の視察を１１月に実施し、１２月中下旬に開催予定の第４回委員会において、整

理した課題への対応策についての検討を始める。 
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